
拠点名
開設⽇：
住所： 物件形態： 賃料8.25万円
運営時間：
利⽤料 料⾦対象者
運営団体：
対象学校：

真嘉⽐⼩学校（在校児童589⼈/2022年度）

寄宮中学校（在校児童約600⼈/2022年3⽉現在）⽯⽥中学校（在校児童約400⼈/2022年3⽉現在）
神原中学校（在校児童約300⼈/2022年3⽉現在）

学校低学年 26 名 ✓ 拠点で調理→ あり
学校⾼学年 36 名 ✓ 配⾷サービス利⽤→ あり

合計 62 名 ✓
✓ 提供対象 提供頻度
✓ 昼⾷ 全員 ⽇曜⽇
✓ ⼣⾷ 全員 平⽇毎⽇

未就学児 5 名 ✓
中学⽣ 15 名 □
⾼校⽣ 4 名 ✓

合計 24 名 □
例：

困難：⼀般

登録者数
合計

86 名

⽇平均利⽤合 15 名

沖縄県那覇市における⼦ども第三の居場所（1年⽬）           2023年3⽉報告
基本情報

にじの森⽂庫
⼤道⼩学校（在校児童260⼈/2022年6⽉現在）松島⼩学校（在校児童618⼈/2022年6⽉現在）
松川⼩学校（在校児童490⼈/2022年6⽉現在）真和志⼩学校（在校児童485⼈/2022年6⽉現在）

にじの森⽂庫

沖縄県那覇市松川275-4 ディファイ南⻄102

＜⼩学⽣>登録者数 ＜世帯の属性＞※該当に☑ ＜⾷事の提供＞

団体理事所有

児童

定期活動
 ⽉曜⽇〜⾦曜⽇：15：30〜20：00、⽇曜⽇：10：00〜18：00
 クラブ活動（第1⾦曜⽇：ママさんクッキング、第2⾦曜⽇：Moriumius⾷プログラム、第3⽕曜⽇、スパイスクラブ、第
3⾦曜⽇：酵素ドリンク、毎週⽊曜⽇：ボビークラブ、第2⽕曜⽇：キッズヨガ、第4⽕曜⽇：ママヨガ）
 映画会（⽉2回）
 ⼝腔内チェック（⽉1回）
特別活動
 4⽉24⽇ 「ほめ愛♡⾃尊⼼アップセミナー」
 4⽉30⽇ BBQ＆SUP体験（於：波の上ビーチ）
 6⽉５⽇ お箸作り＋流しそうめん
 6⽉12⽇ ⻭の磨き⽅
 8⽉1⽇〜2⽇ KBC学園プレゼンツ中学⼥⼦1年⽣ペンション1泊2⽇
 8⽉15⽇〜16⽇ KBC学園プレゼンツ中学男⼦1年⽣ペンション1泊2⽇（対中学不登校⽣）
 10⽉8⽇〜10⽇ 伊是名島遠⾜
 10⽉29⽇ 栄町ハロウィン道ジュネ

12 名

備考

共働き孤⽴
その他困難

ひとり親世帯
多⼦世帯

困難児童と⼀
般児童の割合

（おおよそ）：
(例)７：３

不登校
発達障害
外国籍

就学援助

＜提供プログラム、サービス＞※⾃由記述

与儀⼩学校（在校児童321⼈/2022年6⽉現在）壺屋⼩学校（在校児童272⼈/2022年6⽉現在）

真和志中学校（在校児童211⼈/2022年6⽉現在）松城中学校（在校児童633⼈/2022年6⽉現在）

9:1

1⽇当たり
平均利⽤者数

2022年4⽉1⽇（1年⽬）

0円/⽉ ⼩中学⽣

　　　　　　　　　　　　　　　　

<その他利⽤者>登録者数

1⽇当たり
平均利⽤者数 3 名

⽣活保護
児童扶養⼿当

安岡中学校（在校児童835⼈/2022年6⽉現在）豊⾒城中学校（在校児童870⼈/2022年6⽉現在）

⽉〜⾦：15：30〜20：00、⽇曜⽇：10：00〜18：00、⼟：休



   にじの森⽂庫通信を毎⽉発⾏
   5⽉18⽇ 「那覇周辺の居場所を⾒てみよう」
   5⽉27・28⽇ フェスタイベント（於：沖縄県総合福祉センター） 

   6⽉29⽇那覇市役所総務部秘書広報課広報 富原綾⾹さんとのインタヴュー
   6⽉29⽇京都精華⼤学映像専攻 林ひとみさんとのインタヴュー
   なは市⺠の友8⽉号 ⾦城⾠美さんのインタヴュー記事掲載
   10 ⽉３⽇ ⼀般社団法⼈「網をおろす」とのミーティング
   10 ⽉ 5 ⽇ 岡⼭県議会教育再⽣・⼦ども応援特別委員会 視察

 11⽉13⽇ 松⽥敦⼦先⽣から学ぶ「障がいを知ろう」
 12⽉22⽇ テーブルマナー（クリスマスディナー）
 12⽉23⽇ クリスマスパーティ
 1⽉7⽇ KBC学園プレゼンツ「お仕事体験」
  2⽉3⽇ 恵⽅巻作り
 2⽉13⽇ チョコレートでデコろう
 2/20  「⼿の肌をまもれ！めざせ！ハンドケアマスター」
 2⽉21⽇及び3⽉16⽇ お試しヨガ（クラブ活動のため）
 3⽉3⽇ ひなまつり「和菓⼦を作ろう」
 3⽉14⽇ ヨガ
 3⽉18⽇ 卒業パーティー
 3⽉30⽇~31⽇ お泊り会（⼩学6年⽣）
 3⽉26⽇ 親⼦焼⾁
 3⽉27⽇ キッズネイル

毎⽉1回 にじのはしファンドとしての定例会参加
アドホックでにじのはしファンド代表とミーティング
⽉1回 にじの森⽂庫利⽤者の保護者との交流会である「ママ会」を開催（にじの森として何ができるかについて話し合
う）

＜運営体制の⼯夫＞

＜⽇本財団提供研修プログラム＞
7⽉14⽇ 前向き⼦育ての⼒セミナー
ファンドレイジング講座

＜職員＞ ＜資格＞
 常勤職員 1名
 ⾮常勤 約10名
 ボランティア 2名

＜対外情報の発信＞

⾮常勤には、⾷事を作ってくれたり、掃除をしてくれたりしてくれるスタッフと⼦ども
への学習⽀援スタッフがいる。前者は主婦がメインであり、学習⽀援スタッフには⾼校
⽣・⼤学⽣が多い。ボランティアで教えにきてくれる⽅は、塾講師とアメリカの公認会
計⼠資格を持った⽅。 管理部⾨ 1名

＜児童、保護者、家庭の状況＞※⾃由記述

ひとり親家庭で、親との折り合いが悪く、祖⺟の家から通う⼦がいたりする。
親が⼦どもの世話を拒否したため、代わりに教育委員会への送迎を⾏った。
3⽉26⽇ コロナにより交流がなかったため、⼦育てについて相談することができなかった親のため、⺟親同⼠のコミュニ
ケーションをはかるための会⾷会を⾏った（上記、「親⼦焼⾁）。

運営情報



   11 ⽉ 11 ⽇ 滋賀県議会 厚⽣・産業常任委員会所属議員 視察
   11 ⽉ 22 ⽇ 昇陽⾼校（⼤阪）の⽣徒 20 名による視察
   1⽉16⽇ ⽇常⽣活圏域地域ケア会議（於：包括⽀援センター松川）
   1⽉19⽇ こども宅⾷応援団（オンライン）
   1⽉23⽇ 職を通じた地域の⾒守り ⼦どもを真ん中につながろう全国集会（オンライン）
   1⽉31⽇ 慶応義塾⼤学 ⼤⾨さん 全国の地域の居場所についての聞き取り調査
   2⽉17⽇ 困窮世帯対象⽇常⽀援員派遣（於：那覇市⺟⼦⽣活⽀援センターさくら）
   2⽉22⽇ ⼦どもをまんなかに！私たちで描くこれからの放課後・⼦どもの育ちやそれを⽀える地域のこれからを考
える（オンライン）
   2⽉28⽇ サンクス運動（於：ダブルツリー⾸⾥）
   3⽉15、17、18⽇ 興南⾼校ボランティアクラブ⽣徒訪問
関連団体との連携
＜⾏政＞
 6⽉3⽇ ⽟城沖縄知事とのミーティング（第1回新・沖縄21世紀ビジョン基本計画に関する懇談会）
 6⽉15⽇ 第1回なは市⼦どもの居場所代表者連絡会（主催：那覇市社会福祉協会）
 10 ⽉ 13 ⽇ 那覇市社会福祉協会より表彰
 2⽉1⽇ 知念那覇市⻑訪問
 3⽉9⽇ ⽀援や企業連携のこれから（主催：那覇市社会福祉協会）
 3⽉13⽇ 第3回なは市⼦どもの居場所代表者連絡会（主催：那覇市社会福祉協会）

＜学校＞
毎⽉１〜2回各⼩中学校へ訪問し、校⻑先⽣等と、にじの森の活動そしてそこに通っている⼦どもについて情報共有。
＜なは市⺠活動⽀援センター＞
 6⽉25⽇ 「コロナ禍におけるコミュニティの課題について考える」（主催：なは市⺠活動⽀援センター）

＜企業＞
   3⽉8⽇ 企業こどもの居場所

今後の課題
学習⽀援のための⼈がまだまだ不⾜していると感じている。学⽣や⼀般のボランティアをボランティア紹介団体の協働プ
ラザやコンソーシアム沖縄を通し、学習⽀援の⼈を増やしていく予定。
収益事業を起動に乗せる。
寄付を募る。
⽇本財団への連絡事項
改修⼯事については、すべて終了（床の板張りおよび本棚の作成）。



⽇本財団の広報で写真を使うことはできますか？ 顔が映っていないものは全て使⽤可
活動写真

勉強中 読書中

遊び中 ⾷事中

特別活動

4⽉30⽇BBQ

通常活動



6⽉5⽇お箸作り

10⽉8 ~10⽇伊是名島遠⾜



10⽉29⽇栄町ハロイィン道ジュネ 12⽉22⽇テーブルマナー

2⽉3⽇恵⽅巻作り

3⽉3⽇和菓⼦作り

2⽉13⽇チョコレート作り



5⽉27・28⽇フェスタイベント

対外発信

なは市⺠の友8⽉号表紙

3⽉27⽇キッズネイル



6⽉3⽇⽟城沖縄知事との懇談会

政府機関との連携

11⽉11⽇滋賀県議会厚⽣・産業常任委員会の訪問

3⽉15⽇興南⾼校ボランティアクラブ⽣徒訪問



6⽉15⽇第1回なは市⼦どもの居場所代表者連絡会

10⽉13⽇那覇市社会福祉協会からの表彰



改修⼯事

床板⼯事完了
本棚⼯事完了

段差調整完了


